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資料１－２



ボーリング柱状図の記載内容について
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添付資料①

令和元年10月11日審査会合資料2（31頁）

柱状図には，ボーリングコア観察による情報
に加えて，ボーリングコア観察以外の情報も
記載する方針としている。



添付資料②
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柱状図の破砕部性状の記載について

平成30年11月30日審査会合資料1（54頁からの抜粋）

①コア観察による区分 ③薄片観察による区分

②

④

該当箇所

該当箇所



柱状図の記事欄の記載の変更について（例）

令和2年2月7日
審査会合参考資料3

（参考3-142頁）

平成30年11月30日
審査会合参考資料3

（参考3-142頁）

・明褐灰色の固結礫状部
及び明赤灰色の固結粘
土状部からなる。

・主に明褐灰色の固結礫
状部からなる。

・明赤灰色の未固結粘土
状部：累計幅1.5cm
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添付資料③



柱状図の記事欄の記載の変更について（例）
令和2年2月7日

審査会合参考資料3
（参考3-142頁）

・明褐灰色の固結礫状部
及び明赤灰色の固結粘
土状部からなる。
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添付資料④

（課題①）

薄片観察を行った破砕
部については，ボーリン
グ掘削時の破砕部性状
を把握出来ない。

（課題②）

ボーリング・コアの肉眼
観察結果以外の情報に
基づき判断したものにつ
いて，その根拠が示され
ていない。

（対応①）

ボーリング掘削時の破砕部性状を
記載し，変更しない。

（対応②）

断層岩区分を表記する場合は，断
層岩の名称を用いるとともに，判断
の根拠を必ず明記する。



Ｋ断層南方の破砕部の薄片の追加観察について
添付資料⑤
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令和2年2月7日
審査会合資料1

（20頁）



薄片観察結果に基づく断層岩区分について
添付資料⑥
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：フィルム状の細粒物質を挟在する破砕部のうち，薄片観察を実施していないことから保守的に断層岩区

分を見直した破砕部（断層ガウジとして扱う）

：薄片観察の結果，断層岩区分を見直した破砕部

：薄片観察の結果，断層岩区分が変わらなかった破砕部

凡 例

・T.P.-15mに出現する破砕帯のみを表示
・非モデル化破砕部を除く

※断層岩区分を見直した破砕部は，これに伴って柱状図の記事欄の記載も見直している。

・平成30年11月30日審査会合 資料1 59～90頁に示した破砕部を図示したもの。
・令和2年2月7日審査会合 資料1 51～77頁に示した破砕部を図示したもの。

：薄片観察の結果，断層岩区分を見直した破砕部

：薄片観察の結果，断層岩区分が変わらなかった破砕部

凡 例

Ｋ断層

H24-D1-1
H27-B-1

H24-B14-2

H27-B-2

H27-B-3

H24-D1-3

H24-D1-5

H24-D1-4
H24-D1-2

H27-B-4,4’



フィルム状の細粒物質を挟在する破砕部の薄片の追加観察について 添付資料⑦
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平成30年11月30日
審査会合参考資料3

（参考3-263頁）

・断層岩の見直しの反映
（ヒアリング資料では黄枠表示）

・褐灰色の固結礫状部からなる。
・フィルム状の粘土を挟在する。

平成30年11月30日
審査会合資料1

（60頁）

平成29年12月22日
審査会合参考資料(3/3)

（参考3-263頁）

・褐灰色の固結礫状部からなる。

・断層ガウジ

・薄片観察による断層岩区分の見直し



フィルム状の細粒物質を挟在する破砕部の薄片の追加観察について
添付資料⑧
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平成30年11月30日
審査会合参考資料3

（参考3-216頁）

・断層岩の見直しの反映
（ヒアリング資料では黄枠表示）

・灰白～暗灰白色の固結礫状部からなる。
・フィルム状の粘土を挟在する。

・フィルム状の細粒物質を挟在する破砕
部で薄片観察を行っていないものにつ
いては，保守的に断層ガウジとした。

・灰白～暗灰白色の固結礫状部からなる。

平成30年11月30日
審査会合資料1

（59頁）

平成29年12月22日
審査会合参考資料(3/3)

（参考3-216頁）

・断層
ガウジ



柱状図の記事欄の記載の変更案について（例）
添付資料⑨
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（対応①）

ボーリング掘削
時の破砕部性状
を記載し，変更し
ない。

（対応②）

断層岩区分を表
記する場合は，
断層岩の名称を
用いるとともに，
判断の根拠を必
ず明記する。

平成30年11月30日
参考資料3

令和2年2月7日
参考資料3

改訂案

・主に明褐灰色の
固結礫状部から
なる。

・明赤灰色の未固
結粘土状部：累計
幅1.5cm

・明褐灰色の固結
礫状部及び明赤
灰色の固結粘土
状部からなる。

・主に明褐灰色の
固結礫状部から
なる。

・明赤灰色の未固
結粘土状部：累計
幅1.5cm

・明赤灰色の未固
結粘土状部につ
いては，薄片観察
結果に基づき，カ
タクレーサイトで
あると判断した。
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令和2年2月7日審査会合でのご指摘を踏まえたデータ類の総点検について

【点検目的】 ①調査データを変更した箇所について，原子力規制委員会殿に明示しているかを確認する。
②元の調査データが，異なる調査データにより上書きされているかを確認する。

【点検対象】 審査会合資料のうち調査データを記載している「ボーリング柱状図・コア写真」，「薄片観察資料」及び「性状一覧表」とする。

【点検方法】 １．前回の審査会合に提出した審査資料と比較し，変更したデータを抽出する。

２．データの変更理由を確認し，変更箇所の比較表を作成する。

３．点検結果に係る評価を実施し，必要に応じて対策を立案する。

【報告時期】 令和2年2月下旬目途

審査会合 資 料

平成29年12月22日（第536回） 机上配布資料1 参考資料（1/3） （薄片観察資料）

机上配布資料2 参考資料（2/3）性状一覧表

机上配布資料3 参考資料（3/3）ボーリング柱状図・コア写真

平成30年11日30日（第657回） 机上配布資料2 参考資料2 性状一覧表

机上配布資料3 参考資料3 ボーリング柱状図・コア写真

令和2年2月7日（第833回） 机上配布資料1 参考資料1 薄片観察資料

机上配布資料2 参考資料2 性状一覧表

机上配布資料3 参考資料3 ボーリング柱状図・コア写真

比較対象資料一覧

添付資料⑩


